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[bookmark: _Hlk194852488]RI理事会で承認された2025-26 年度メッセージは「よいことのために手を取りあおう」（Unite for good）です。これは、ロータリーの行動計画に沿い、一緒に活動することを呼びかけるメッセージであります。
　また、2790地区の時田清次ガバナーは地区スローガンとして「自分もクラブも成長しよう」（Grow Rotary）を掲げられました。時田ガバナーは、このスローガンを次のように説明されています。
ロータリーの目的は（RI定款第３条、標準RC定款第５条） 、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励しこれを育むことです。奉仕の理念とは、ロータリアン一人一人が職業を通し、また日常生活において、高い倫理観を持って、「人に思いやりを持ち、人の役に立つことを実践すること」です。ロータリアンの目的はクラブへの参加により達成することが出来ます。一番大事なことはロータリアンの成長です。そうすることがクラブの活性化に結び付き自分もクラブも成長し活性化します。これが地区スローガン「自分もクラブも成長しようGrow Rotary」です。
[bookmark: _Hlk194852529]　以上を受け、今年度のクラブテーマを「良いことで結束しよう」といたしました。これは時田ガバナーが会長エレクトラーニングセミナーでお話しになった「Unite for goodは良いことで結束しようとも取れる」からインスパイアーされたものです。
　当クラブにあっては、地域との交流が減少しているように思われます。会員の高齢化による活動の停滞と言う課題に対し、老若男女問わず参加できる事業で結束し、もって地域との交流の増加、ひいてはクラブの活性化につながるよう努めていきたいと思います。
　また、今年度当クラブは2790地区第5グループのガバナー補佐輩出クラブとなります。ガバナー補佐を務める渡邉愼司会員をクラブとして支援することも当然の義務としてクラブ運営に臨みたいと思いますので、皆様のご協力をお願い致します。
